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事業期間

円滑に移動できる道路を整備します

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

事業番号 242
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一般会計 担当課

《道路側溝補修事業》

会計区分 事業類型 施設整備系

平成３０年度以降

道路

担当係

根拠法令・個別計画

3

平成１２年度以前

側溝等の老朽化による破損や排水不良を補修・再整備し、安全な道路環境を持続させる。

道路課

維持係

都市基盤

担当部

◆２５年度実施内容

・道路の機能を保全し交通の安全を確保するため、側溝等の補修・再整備を測量設計委

託、請負工事により実施した。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

◆２５年度直接経費の内訳

【委託業務内容】　　（委託料：４１，６７５千円）

測量設計委託　４４路線　 L= ４，８００ｍ

【工事内容】　　（工事請負費：２７５，８６５千円）

側溝整備工事等　６１路線　　L=３，９３０m

総合計画

分野別計画

予算区分

～

事務事業名

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

0.10

0

00

0.00

304,405

94.3

5,60014,436

0

276,894

直接経費

5,628

無

5,207

受益者負担

（手段）要要要要

費

用

側溝整備工事等　６１路線　　L=３，９３０m

　

◆２６年度直接経費の内訳

【委託業務内容】　　（委託料：３８，５６０千円）

測量設計委託　２４路線　 L= ３，５７０ｍ

道路のり面工・土工構造物現況調査業務委託　Ｎ＝３箇所

　（委託料：３，３００千円）　　　（前年度繰越し）

【工事内容】　　（工事請負費：２５８，６００千円）

側溝整備工事等　２４路線　　L=３，７５０m
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国・県支出金

225,742

Ｈ24決算額

83.6

従事者数

その他職員

人件費

人件費

正職員

一般財源

費用合計

その他財源

対前年比

従事者数

5,049

0.96

0.00

291,330 243,742

18,000

0

財
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単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

道路側溝の整備と連動して、未登記処理を進めることで、道水路敷地の適正な管理

を進める必要がある。

平平平平

成成成成

２２２２

５５５５

年年年年

度度度度
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実実実実
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績績績績

3,605

H25

H25

事業実施におけ

る課題

側溝補修延長

事業の

達成状況

3,930

3,9373,605

3,930

事業番号

側溝補修延長

H26H24活動指標名

H24

4,911

242

H26H23

3,937

H23

4,437 2,959

2,959

成果指標名

ｍ

3,750

住民からの要望による側溝等の整備を計画目標を立て実施することにより、安全で

快適な道路環境の維持が図られている。

3,750

ｍ

4,437

4,911

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

道路側溝の整備は、安全で快適な道路環境を維持する上で不可欠であるため、廃止

を行えば道路環境の悪化につながることになると考える。
事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

平平平平

成成成成
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７７７７

年年年年

度度度度

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

２７年度以降

の改善案

市民ニーズを十分に把握し、地元区長と調整及び事業を精査しながら事業を実施し

ていく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

今後も継続して、道路の安全で快適な環境を維持していく必要があるため維持とする。判定理由

維　持方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

方向性の判定 判　定　理　由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

今までは側溝補修事業を当該年度において、設計委託及び工事を実施していたの

で、年度末に工事が集中していた。よって、平成25年度から設計委託を前年度に実施

するこてで、平成26年度からはバランスの良い工事発注を行う予定である。


